
菊池陽子・白石昌也編　『アジア太平洋戦争期の大陸部東南アジアに関する
“朝日新聞”（東京本社）記事リスト一覧』（早稲田大学中央図書館リポジトリ　2018年12月）　1944年分

月 日
0=夕刊 
1=朝刊

面 大東亜 南方 佛印 タイ ビルマ 発信元、特派員 写真キャプション キャプションなし図版類

1 1 1 4 大東亞の生産進軍　① 高橋時貞

1 2 1 1
共榮圏の元旦〔佛印・ビ
ルマ・ジャワ・ボルネオ〕

共榮圏の元旦〔佛印・ビ
ルマ・ジャワ・ボルネオ〕

共榮圏の元旦〔佛印・ビ
ルマ・ジャワ・ボルネオ〕

1 2 1 1
正義に敵なし　強固な
東亞十億の結集　東條
首相放送

1 2 1 1
在印敵軍軍を叩く　三
箇月に三百機撃墜　陸
鷲、緬甸反攻に先制

ビルマ前線基地にて川
手特派員

ビルマ地図

1 2 1 4 大東亞の生産進軍② 高橋時貞

1 4 1 2

勝利へ総力傾倒　タイ
國首相ピブン氏（共同
完戰の決意　満・華・
泰・緬代表交驩放送）

ピブン首相顔写真

1 4 1 2

敵屈服へ全力　ビルマ
國代表バーモウ氏（共
同完戰の決意　満・華・
泰、緬代表交驩放送）

バー・モウ首相顔写真

1 4 1 4 大東亞の生産進軍　③ 高橋時貞

1 4 0 2
北部緬印國境を征く象
部隊　虎の密林突破　
第一線へ決死の輸送

北部緬印國境最前線に
て藤井、伊久岡陸軍報
道班員（本社特派員）

1 5 1 1

四百七十機屠る　緬・
支・ニューギニアに進
攻、激撃　陸鷲十二月
の総合戰果

大本営発表

1 5 1 4 大東亞の生産進軍　④ 高橋時貞

1 6 1 1
日、佛印米供出協定調
印　邦人入國・在留　公
文も交換

サイゴン特電

1 6 1 1 印緬派遣米軍副司令 イスタンブール發同盟

1 7 1 3
大東亞宣言を顕揚　文
報で全文人を動員

1 7 1 3
佛印日本文化會館　紀
元節に開館の運び

サイゴン發同盟
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月 日
0=夕刊 
1=朝刊

面 大東亜 南方 佛印 タイ ビルマ 発信元、特派員 写真キャプション キャプションなし図版類

1 7 0 1

決戰第三年、敵反攻の
全貌　不遜、資源遮断
を狙ふ　我に必勝鐡壁
の陣あり

1 7 0 1
共榮圏「海上日出」③
〔ビルマ〕

詩　河邊正三　畫　高畠
達四郎

1 7 0 2 ドクー総督夫人逝去 サイゴン發同盟

1 7 0 2 交易協會錬成所開き

1 7 0 2 南へ行く七人の糸姫

1 8 1 1
撃滅せん敵ビルマ反攻　
海上奇襲を策謀　空よ
り先づ神經戰挑む

1 8 1 1 芳澤大使東上 サイゴン發同盟

1 8 1 3
大亞細亞講座を開設
（慶応大學）

1 8 1 3
大理想の彼岸へ　（大
東亞青年の雄叫び②）
ビルマ

ウー・チョウミン

1 8 0 1

英霊と共に進め　前線
から銃後へ　平安に然
も強かれ　若き第二陣
に期待す　ビルマ

ラングーンにて園田特
派員

1 9 1 1
自由印度仮政府　ビル
マへ進出　祖國解放、
本格的段階へ

ビルマ○○特電

1 9 1 1 河邊最高指揮官談 ビルマ○○基地特電

1 9 1 2
佛印方面及び泰方面
（戰局展望）

佛印方面及び泰方面
（戰局展望）

1 9 1 2 ビルマ方面（戰局展望）

1 9 1 3
神武の絵巻を彩る學徒
兵の歩武　感激する共
榮圏使臣

堂々空□を□する分列
式　陸軍省検閲濟

1 10 1 1

御勅諭と皇軍精華　奉
踊する兵の胸に湧き上
る精神力　敵の物量も
断乎破砕〔ビルマ〕

ラングーン特電

1 11 1 1
儼たり共榮の道標、全
亞細亞に光被（大東亞
宣言の顕現①）

緒方竹虎 緒方竹虎氏

1 11 1 2 緬甸中銀に邦人顧問 ラングーン發同盟
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1 11 0 1
ビルマ國立銀行近く
愈々開業

ラングーン特電

1 12 1 1

伝統の我道義的現範　
地に墜つ米英の実利主
義（大東亞宣言の顕現
②）

中野登美雄 中野登美雄氏

1 12 1 2
國府儲備銀行の南方為
替

上海特電

1 12 1 2 日本交易協會の理事會

1 12 1 2
ビルマ金融独立の意義
（社説）

1 12 0 1 該当記事ナシ

ボース氏ビルマ入り　出
迎えの澤田大使と握
手、左はバーモウ首
相、木村特派員撮影　
福岡支局電送

1 13 1 1
一大家族主義を自覚　
共榮圏の武備増強の要
（大東亞宣言の顕現③）

杉森孝次郎 杉森考次郎氏

1 13 1 2 南方挺身隊の入所式

1 13 1 2
標語は自由か死か　印
度へ”希望の火”を　ビ
ルマで語る婦人部隊長

ビルマ○○特電 婦人部隊長の顔写真

1 13 0 1 該当記事ナシ

ビルマ戰線に春の魁　
ピスト（戰闘待機所）に
香る桜花（北ビルマ○
○基地にて秦特派員撮
影）

1 14 1 1 米機、バンコックに來襲 バンコツク發同盟

1 14 1 2
輝く世界文明の根源　
大いなる綜合と創造へ
（大東亞宣言の顕現④）

長谷川如是閑 長谷川如是閑氏

1 14 1 2
ビルマ三地区に分割　
地方行政機構、根本的
に改革

ラングーン發同盟

1 14 1 3 映畫‟白鷺城”佛印へ

1 15 1 1
國防中心の増産へ　民
衆の生活水準を昂揚
（大東亞宣言の顕現⑤）

高田保馬 高田保馬氏

1 15 1 2 芳澤大使東上 福岡
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面 大東亜 南方 佛印 タイ ビルマ 発信元、特派員 写真キャプション キャプションなし図版類

1 15 1 3
宣伝戰へ一役　共榮圏
から筆陣挺身隊

1 15 1 4
比島ビルマ独立祝典贈
呈音楽會（芸能だより）

1 15 0 1
我必勝外交の真義　重
光外相闡明せん　再開
議會初日に発言

重光外相

1 15 0 1
ビルマ侵攻難し　微動
だもせぬ日軍布陣　英
軍事評論家の警告

ストックホルム特電

1 16 1 1
惟神なる新秩序へ　他
民族に脅威を与へず
（大東亞宣言の顕現⑥）

白鳥敏夫 白鳥敏夫氏

1 16 1 2
亞細亞の敵と手を切れ　
ビハリ・ホース氏重慶に
呼びかく

1 16 1 2 芳澤大使帰京

1 16 1 3 留學生に綜合考査制

1 16 1 4
川西正艦著「大東亞産
業立地計畫論」（書評）

平貞蔵

1 16 1 4
アガール原著「佛領印
度支那」（書評）

木下杢太郎

1 17 0 1
英傑・志士を顕彰　ビル
マ、勝ち抜くための新計
畫

ラングーン特電

1 18 1 2
佛印の対日協力一応は
好転　芳澤大使談　戰
争遂行へ全力

芳澤大使

1 18 1 3
戰火へ咲く南進女性　
バー・モウ代表令嬢の
家庭教師

横浜 語る伊藤睦子さん

1 20 1 1
皇軍マユ西方攻撃　敵
側発表　緬印戰線動く

リスボン發同盟 ビルマ・インド國境地図

1 20 0 1
〔佛印大使府〕西貢事務
所に調査部

サイゴン發同盟

1 21 1 1
ビルマの撃墜王に感状　
上聞に達す　穴吹軍曹
の武勲

陸軍省発表 機上の穴吹軍曹

1 21 0 1

長期戰・盤石の構へ　
戰局切替の好機　航空
機既に二倍以上増産　
東條首相演説

施政演説をする東條首
相　けふ貴族院で
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面 大東亜 南方 佛印 タイ ビルマ 発信元、特派員 写真キャプション キャプションなし図版類

1 21 0 1

敵の覇道主義粉砕　國
際親和策を推進　日ソ
中立関係変らず　重光
外相演説

壇上の重光外相

1 22 1 1

米英の戰後通貨案利己
制覇のみ　大東亞金融
圏の整備進む　賀屋蔵
相演説

賀屋蔵相写真

1 22 1 2
戰機に触る東條首相
（社説）

1 22 1 3
泰國大使が日本史　六
月末までに書き上げ

執筆するウィチット泰大
使

1 22 0 1

大東亞宣言の実現、自
存自衛が前提　首相言
明　個別的取扱ひは不
可

1 22 0 1
北緬の重慶軍に鐡槌　
敵の遺屍俘虜九百餘

ラングーン特電 北ビルマ地図

1 23 1 1
搭乗者は無事　アキャ
ブ空戰の”自爆機”

ラングーン特電

1 23 1 3 南方水産技術員募集

1 24 1 1

大東亞宣言に則り、隷
属なき世界建設　敵米
英、我道義の沈黙す　
首相言明

1 25 1 1
馬來四州割譲は当然の
措置　東條首相言明　
南方民族問題

1 25 1 1
南方現地住民も進んで
負担　南発より七十億
円借入〔予算〕

1 25 1 2
〔ビルマで〕インド仮政
府歓迎會

ビルマ發同盟

1 25 0 1
西阿黒人部隊を印緬國
境に狩出す　英、國民
軍の進撃に狼狽

ラングーン發同盟

1 25 0 2
泰國大使、御佛に戰勝
祈願

寫眞は増上寺へ参詣の
ウィチット泰國大使

1 26 1 2
撤去鐡道は南方に充当
（政府答弁）〔議會〕
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面 大東亜 南方 佛印 タイ ビルマ 発信元、特派員 写真キャプション キャプションなし図版類

1 26 0 1

大東亞結集体制を推進　
大東亞闡明　指導者の
政治力強化　我に敵謀
略撃破の用意〔議會〕

敵の狙ふ対日反攻略
（地図）

1 26 0 1
共榮圏枢軸間通信強化
さる（政府答弁）〔議會〕

1 26 0 2 大東亞宣言を教材に

1 26 0 2
泰文活字も新鋳　「日泰
文化」花々しく創刊

創刊号の写真

1 27 1 1
炳乎たり　わが外政方
策　肇國の大理想滲透　
敵の謀略外交を破催

1 27 1 2
現地住民の民生確保
（社説）

1 27 1 2
共榮圏各地へ保険進出
（政府答弁）〔議會〕

1 27 1 2 東南アジア司令任命 リスボン發同盟

1 27 0 1
大東亞議員會議要望
〔衆院〕

1 27 0 1
東南アジア陸軍司令官
更迭

ベルリン特電

1 28 1 2
日・佛印の本年度交易　
取極近く調印

ハノイ發同盟

1 29 1 4
マラリア撲滅へ　キニー
ネ代用品の追求

ブエノスアイレスにて今
井特派員

1 29 0 2
独立祝典曲を贈る〔ビ
ルマ・比両國〕

1 30 1 2

　「勝利建國」への血肉　
全國民蹶起す　早くも自
給自足態勢（ビルマ）
（共榮圏の食糧増産）

ラングーン特電

1 31 0 1
北緬の敵蠢動活発　
フーコン地区・重慶軍二
百撃滅

ラングーン特電

1 31 0 1 蘭貢で一機撃破 ラングーン特電

2 1 1 2
治安は良好　南方の我
が軍政地域〔衆院海軍
刑法委員會）
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2 2 1 1
造船倍加確実　南方石
油の民営は尚早〔貴院
予算総會〕

2 2 1 2
有り余る穀類　増産より
寧ろ供給方法　佛印（共
榮圏の食糧増産）

サイゴン特電

2 2 1 2
大水害を克服　泰國（共
榮圏の食糧増産）

バンコツク特電

2 3 0 1
援護せよ海外同胞　水
産増強、治水確立へ  
衆議院建議案可決

2 4 1 1
東京と昭南を繋ぐ　大
東亞鐡道進捗　関係各
國と緊密に協力

2 4 0 1
南方の自活状況〔貴院
予算第三分科會〕

2 4 0 1 泰國大蔵副大臣辞職 バンコツク發同盟

2 6 1 1 ビルマ方面（戰局展望）

2 6 1 1
敵砲艇を爆撃　アキャブ
地方

ラングーン特電

2 6 1 2
南方羅馬字用ひず〔貴
院予算第三分科會〕

2 6 1 3
大東亞写真交驩展　圏
内二十七都市で開く

2 6 1 4
生産に神技を発揮（戰
争科學）

斉藤瀏

2 7 0 1
民族解放のために砕け
敵の野望　けふ貴院で
下村氏熱論

2 8 1 1

皇軍緬印國境プチドン
正面へ進撃　反攻の敵
に先制　印度國民軍も
協力進撃　敵の焦燥、
蠢動を痛打

大本営発表 ビルマ・インド國境地図

2 8 1 1
敵の退路を遮断　先鋒
部隊マユ山脈突破

南部緬印國境最前線○
○にて渡辺、圓山陸軍
報道班員

軍旗を捧じマユ山系を
睥睨　下はジャングル
内で作戰を練る○○部
隊本部　陸軍省検閲濟

2 8 1 1 敗敵を猛追撃
ビルマ前線基地村川陸
軍報道班員
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2 8 1 1
一挙にチッタゴンへ　ビ
ルマ方面陸軍当局談

ラングーン特電

2 8 1 1
アラカン制空　陸鷲、地
上進撃に呼応

ビルマ前線基地にて
秦、川手兩特派員

2 8 1 1 敵機、バンコック盲爆 バンコック發同盟

2 8 0 1

敵の反抗呼号に先制　
儼然我に主導権　緬印
國境　日英主力の近代
戰

2 8 0 1
トング・バザール占領　
緬印戰線　奇襲部隊、
敵中に挺身

リスボン發同盟

デリーへの道を望む　
日印の戰友愛　白澤特
派員撮影　陸軍省検閲
濟

ビルマ・インド國境地図

2 8 0 2 南方進出（当局に聞く）

2 9 1 1
旅客列車銃撃　北部佛
印で

ハノイ發同盟

2 9 1 1 泰政府副総理を任命 バンコツク發同盟

2 9 1 2

敵の正体をつかみ直せ　
敵は正に鬼だ　叩け残
虐な米英國民性（國民
は何を為すべきか）

火達磨になって戰友救
出のビルマ義勇兵　緬
印先制作戰の意義深し
（社説）

2 10 1 1 海防地区に敵機來襲 ハノイ發同盟

2 11 1 1
ブチドン正面突破　敵
主力を包囲猛攻　モンド
ウの敵退路遮断

大本営発表
軍旗を捧持してマユ山
系を征く　陸軍省検閲
濟

ビルマ・インド國境地図

2 11 1 3
賀陽宮邦寿王殿下、南
方より御帰還

御帰還の賀陽宮邦寿王
殿下　（羽田にて□□）

2 12 1 1
英印軍二個師袋の鼠　
マユ山中、一千名を殲
滅中

ビルマ最前線○○基地
特電

ビルマ攻勢作戰要図

2 12 1 1
自動貨車群を撃破　陸
鷲、挑む敵七機撃墜

ビルマ前線基地にて
秦、川手兩特派員

2 12 1 2
ビルマ少年が献金　片
仮名に綴る皇軍への感
謝

2 12 0 1
陸鷲、敗走の敵痛撃　
九機撃墜、敵退路を破
壊

ビルマ前線基地にて
秦、川手兩特派員

2 12 0 1 英印軍大混乱
ビルマ前線○○村川陸
軍報道班員
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2 12 0 2 在緬印度民衆沸く ビルマ○○發同盟

2 13 1 1 敵機バンコック盲爆 バンコツク發同盟

2 13 1 2
ビルマ緒戰反攻を挫く
（社説）

2 13 1 2 バンコック市政改革 バンコツク發同盟

2 13 1 3
広〔島〕高師へ南方留學
生

2 13 1 3
南方へ‟戰ふ日本”の姿　
日本文化宣揚写真移動
展

2 14 1 1 米機北部佛印に來襲 ハノイ發同盟

2 14 0 1
大東亞民族會議六月招
集

2 14 0 1
アラカンの敵陣地　多
方面より猛攻　敵兵站
線回復に必死

リスボン特電

2 14 0 1 陸鷲、制空権を掌握 ビルマ○○基地發同盟

2 15 1 1
陸鷲、敗走の敵連爆　
遊撃の敵四機を撃墜

ラングーン特電

2 15 1 1
兵站線を猛攻　マユ丘
陵東方

リスボン發同盟

2 15 0 2 アラカンに羽搏く學鷲
ビルマ前線基地にて
秦、川手兩特派員

2 16 1 1
英、真相歪曲に汲々　
緬印戰線　印度兵の動
揺に狼狽

ビルマ前線○○基地村
川陸軍報道班員

ビルマ・インド國境地図

2 16 1 3 タイ國の荒鷲誕生 松戸

2 16 0 1 泰、政府機関を疎散 バンコツク發同盟

2 16 0 1
マユ戰線に攻防酣　皇
軍、空陸に猛反撃　空
中戰で敵九機を撃墜

ビルマ○○基地にて、
秦、川手兩特派員

2 16 0 1 山峻を敵雪崩の敗走
ビルマ前線基地にて鈴
木陸軍報道班員（本社
特派員）
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2 17 0 1

緬印戰線の皇軍戰果拡
大　敵の兵站線を切断　
プチドン北方で激戰続
行　／緬印北部國境へ
重慶軍を空輸増派　
敵、連絡路開設を焦る

廣東特電／廣東特電 ビルマ・インド國境地図

2 17 0 1
撃墜更に一機　アラカン
空中戰

ビルマ前線基地にて、
秦、川手兩特派員

2 18 1 1
英印軍更に後退　敵民
衆の動揺防止に躍起

廣東特電

2 18 1 3
盲爆へ護る部署　勇敢
な緬甸の看護婦

福岡
ラングーン□□救護隊
の活躍　陸軍省検閲濟

2 18 0 1
敵のビルマ反攻再び潰
ゆ　巧妙な我誘引作戰　
足並揃はぬ米英・重慶

ビルマ・インド・雲南・タ
イの地図

2 18 0 2 泰から‟み佛”の親善使
ピブン首相から贈られ
た佛像の贈呈（右）泰大
使（左）岡田師

2 19 1 1 重慶、緬印戰況に不満 廣東特電

2 19 1 2 首相、大東亞相會談

2 19 1 3 留學生の入學試験

2 19 0 1
救援の米軍を配置　
フーコン地区　敵蠢動
の機動く

ビルマ前線○○基地に
て鈴木特派員（陸軍報
道班員）

2 19 0 1
南部緬印戰線　皇軍更
に前進

リスボン發同盟

2 20 1 1
米機來襲頻り　北部佛
印へ

ハノイ發同盟

2 23 1 2 緬國立銀行理事任命 ラングーン發同盟

2 23 1 3 南京で東亞医學大會 上海發同盟

2 23 0 1
敵砲兵陣地を痛爆　ア
ラカン、我陸鷲の猛威

ビルマ前線○○基地發
同盟

2 23 0 2 泰國サワン殿下薨去 バンコツク發同盟

2 24 1 1
輝しき南方建設　独大
使視察談

福岡
昭南神社参拝のスター
マー大使（中央）中島特
派員撮影
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2 24 0 1
戰争保険制度を共榮圏
内に拡張　支那・泰・佛
印　來月より実施

戰争保険制度を共榮圏
内に拡張　支那・泰・佛
印　來月より実施

2 25 1 1 スターマー大使帰京

2 25 1 1 北部佛印に敵機來襲 ハノイ發同盟

2 25 1 1
緬印戰線の敵情を抉る　
矢面に立つ印度兵　抗
戰の夢空し米式重慶軍

ビルマ○○にて□本報
道班員

アラカン上空を征く隼戰
闘隊の勇姿　秦特派員
撮影　陸軍省検閲濟

2 25 1 2 泰國の禁煙政策進む バンコツク發同盟

2 26 0 1
スターマ独大使南方視
察談　完璧の防衛態勢　
進展する共榮の礎石

記者團と會見するス
ターマー大使　大使官
邸にて

2 26 0 1
英第七師の命旦夕　高
級将校の脱出に汲々　
マユ山系東部

ビルマ前線○○基地村
川陸軍報道班員

2 26 0 2
南方水産技術員（当局
に聴く）

2 27 1 1 緬甸方面（戰局展望）

2 28 1 1 ナムディンに米機 ハノイ發同盟

2 28 1 1
緬印國境の敵殲滅近し　
直径一里に包囲壓縮　
激闘廿数日喘ぐ敵三千

ビルマ・インド國境地図

2 28 1 2 大東亞のヨイコ結合
共榮圏のお友達へおひ
な様を贈る

2 28 0 2
疎開道路も急速建設　
泰國の防空対策軌道に
乗る

バンコツク特電

2 29 0 1
チン丘陵で激戰　緬印
戰線　皇軍更に進撃

リスボン發同盟

3 1 1 1 佛印來襲敵機墜落 ハノイ發同盟

3 1 1 1

英印第七師團主力　既
に大半を殲滅　プチドン
西北　印度國民軍も活
躍　「シンゼイワ」の悲
劇　敵、緬甸奪回の夢
空し

大本営発表
敵第七師主力殲滅を終
り残敵を掃蕩中の皇軍　
陸軍省検閲濟

ビルマ・インド國境地図
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3 1 1 1
包囲圏外周に敵援軍粉
砕　神速機動に敵も茫
然

南部緬印國境最前線、
渡辺、圓山兩陸軍報道
班員

3 1 1 1
敗戰隠蔽に汲々　遠征
重慶軍も戰意衰う

ビルマ前線基地にて鈴
木陸軍報道班員（本社
特派員）

3 2 0 1
日緬印軍の聯繋強化　
共同完戰へ常置機関設
置

ビルマ○○基地特電

3 3 1 1 緬甸國軍、英機を撃墜
緬印國境前線○○にて
松田陸軍報道班員

3 3 1 1
　國府、ビルマへ宣伝
団を派遣　戰争の真意
徹底

南京特電

3 3 1 3
大東亞共榮圏写真交驩
展

3 3 0 2
温情に死身で奉公　前
線に咲く‟戰争新童話”

南方前線にて神先特派
員

太郎君、次郎君

3 4 0 2 南方でも年中無休 マカッサル發同盟

3 5 1 1

砲九十一門を鹵獲　敵
の遺棄死體七千　戰果
輝くブチドン殲滅戰　督
戰下、印度兵の悲劇

大本営発表
英印軍第七師殲滅戰・
敵戰車を攻撃する火焔
放射器（陸軍省検閲濟）

3 5 1 1 印度國境に重壓
ビルマ前線○○基地村
川陸軍報道班員

3 5 1 1
兵力が不足　英側の弁
解〔ビルマ戰線〕

ストックホルム特電

3 6 1 2
前線の奮戰に御感一入　
畏し陸軍作戰畫を天覧
台覧

「ビルマ独立式典圖」小
磯良平畫伯

3 6 1 2

北緬フーコンに血の密
林戰　潜行、兵站線を
奇襲　狼狽の敵、同士
討演じて屍の山

北部緬印國境最前線に
て中埜陸軍報道班員
（本社特派員）

3 7 1 1
敵戰車を肉弾で擱坐　
我夜襲に戰くシンゼイ
ワ敵陣

アラカン前線にて渡辺
陸軍報道班員

3 7 1 1 米、緬印英軍に不満 リスボン發同盟

3 7 1 2
南方の戰力化　軍政総
務部長會同で決定

○○特電

350



菊池陽子・白石昌也編　『アジア太平洋戦争期の大陸部東南アジアに関する
“朝日新聞”（東京本社）記事リスト一覧』（早稲田大学中央図書館リポジトリ　2018年12月）　1944年分

月 日
0=夕刊 
1=朝刊

面 大東亜 南方 佛印 タイ ビルマ 発信元、特派員 写真キャプション キャプションなし図版類

3 7 1 2
大東亞医學者大會の比
泰両代表（海外探知機）

バンコツク同盟

3 8 1 1 敵陣を猛爆撃 リスボン發同盟

3 8 1 1 戰果更に拡大
ビルマ前線基地村川陸
軍報道班員

3 8 1 2
佛印政府ハノイに対日
支部（海外探知機）

ハノイ同盟

3 8 1 3

南の兵隊さんから學童
へ砂糖の宝船戴いて、
さあ出そさうお礼の手
紙

3 9 1 1

銘記せよ、媾和なき戰　
戰闘は激烈、長期へ　
消耗戰相次ぐ苛烈な大
東亞戰の特質　あす第
三十九回陸軍記念日

太平洋地域地図

3 10 1 1
戰ひに楽勝なし　〔陸
軍〕記念日に当って　松
村大佐放送

3 10 1 1 佛印北部に敵機頻り ハノイ發同盟

3 10 1 1
敵の退路を急襲遮断　
シンゼイワ殲滅戰　久
保挺身隊の奮戰

アラカン前線にて渡辺、
円山陸軍報道班員

ビルマ・インド國境地図

3 10 1 1
西阿軍を先制猛攻　緬
印戰線　敵飛行場を占
領

ビルマ前線基地村川陸
軍報道班員

3 10 1 1
敵屍六十九　龍陵の敵
掃蕩

ラングーン特電

3 10 1 1
重慶兵を一蹴　ビルマ
勇士奮戰

北部緬印國境フーコン
前線にて藤井陸軍報道
班員

3 10 1 2
ボース氏、泰へ十万
バーツ寄附（海外探知
機）

バンコツク同盟

3 10 1 2

第一線　現地部隊長手
記　涙で拝んだ有軍機　
雨地獄と闘ひ決戰場へ　
北ビルマ　長橋部隊長

長橋次六部隊長

3 11 1 1
チン丘陵急襲　中部緬
印國境　殲滅の火蓋切
る

ビルマ前線基地中島、
熊谷、南部各陸軍報道
班員

ビルマ・インド國境地図

3 11 1 1
蠢動封殺近し　現地軍
当局談

ビルマ○○基地特電
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3 11 1 1 西阿軍潰亂
ビルマ前線○○基地村
川陸軍報道班員

3 12 1 1
　珍奇の蠻風チン地方　
曽て英國が懐柔策に失
敗

ビルマ前線基地中島陸
軍報道班員

ビルマ地図

3 12 1 1
カラダン占領　緬印戰
線　機長魂、南海の激
戰に輝く

ビルマ前線○○基地村
川陸軍報道班員

3 12 1 1 緬印方面（戰局展望）

3 12 1 2
米英の東亞作戰不統一
（社説）

3 13 1 1
敵據點奪取迫る　ア
キャブ反攻の夢粉砕

ビルマ前線○○基地に
て中島陸軍報道班員、
ビルマ前線○○基地村
川陸軍報道班員

3 14 1 1
敵一萬を捕捉　中部緬
印　肉弾で兩高地を占
領

ビルマ前線○○基地に
て中島陸軍報道班員

3 14 1 1 敵軍、山頂に孤立
ビルマ前線○○基地に
て中島陸軍報道班員

3 14 1 1
”野獣道”進み奇襲　
敵、包囲網脱出に汲々

ビルマ前線○○基地に
て中島陸軍報道班員

3 14 1 1
七機を撃墜　北ビルマ
に敵機

ビルマ前線基地にて秦
特派員

3 14 1 1 第三回興亞協力會議

3 14 1 3

地中にドラム罐　地下
水にも新しい工夫　泰
國（盲爆備えあれば憂
いなし　第一線に學ぶ）

バンコツク特電

3 14 1 3

有効な個人濠　高射砲
の破片に板の蓋　ビル
マ（盲爆　備へあれば憂
ひなし　第一線に學ぶ）

ラングーン特電

3 15 1 1
轡揃へ國境へ　南部緬
印

ビルマ前線○○基地村
川陸軍報道班員

3 15 1 1
トンザン　陥落迫る　敵
第十七師の命旦夕

ビルマ前線○○基地に
て中島陸軍報道班員
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3 17 1 1

ビルマ全線の殲滅戰最
高潮　退路全く遮断　焔
のトンザンに喘ぐ一萬
／皇軍フォート・ヘルツ
反復攻撃／西阿師団も
袋の鼠／敵の放送陣沈
黙す

ビルマ前線○○基地に
て中島、松田陸軍報道
班員／リスボン發同盟
／ビルマ前線○○にて
藤尾陸軍報道班員／ビ
ルマ前線○○橋本陸軍
報道班員

急降下對地攻撃　地上
部隊に協力する隼戰闘
機　ビルマ○○上空　
森田（亞）特派員撮影　
陸軍省検閲濟

3 17 1 1
ビルマ反攻は期待外れ　
米、英との意見相違に
不満を暴露

ベルリン特電

3 17 1 1
レド公路〔解説〕　レド公
路再開を焦る　重慶、マ
ウントバッテンに嫌味

リスボン發同盟
ビルマ・中國・佛印國境
地図

3 18 1 1
出鉱、計畫量を突破　
南方（航空機増強の鍵　
返り材活用アルミ増産）

昭南特電

3 18 1 1
肉弾・トンザンに迫る　
英印軍一萬今や断末魔

ビルマ前線○○基地に
て中島陸軍報道班員

マユ河上流を渡河・トン
グバザーに迫る我が部
隊　（佐伯陸軍報道班
員撮影　陸軍省検閲
濟）

3 19 1 1
佛印および泰方面（戰
局展望）

佛印および泰方面（戰
局展望）

3 21 1 1

敵救援部隊を分断　トン
ザン猛攻　中部緬印戰
線　英印軍總退却開始
／ティディム大火災／シ
ンゲル東南敗敵殲滅戰
酣

ビルマ國境前線にて松
田、有村報道班員／緬
印國境前線○○基地に
て松田、有村報道班員
／ビルマ前線○○基地
にて中島陸軍報道

ビルマ地図

3 21 1 1 荒鷲インパール爆撃 リスボン發同盟

3 21 1 1
我が病院爆撃　敵又も
不法手段

緬印國境○○前線にて
松田報道班員

3 21 1 1
國民軍の威力増大　印
度兵多数参加、英の大
軍撃退

ラングーン特電

3 21 1 2
小川顧問、緬甸より帰
る

3 22 1 1

チンドウィン渡河　印度
國境へ進撃　國民軍と
協力　英印軍を殲滅　
防衛戰より解放戰へ

大本営発表
中部緬印戰線　皇軍に
協力進撃する印度國民
軍　陸軍省検閲濟

3 22 1 1 據點トンザン陥落
ビルマ前線○○にて高
島報道班員
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3 22 1 1
レニコット突入／アラカ
ン北面に重點

ビルマ前線○○基地に
て中島報道班員／ビル
マ前線○○基地にて藤
尾陸軍報道

3 22 1 1
敵の企図潰ゆ　ビルマ
路奪回の夢空し　ビル
マ作戰の意義

3 22 1 2
スマトラ佛印間に郵便
開始（海外探知機）

○○同盟

3 22 1 3

生埋め部隊も突撃　五
萬發の砲撃下　護り抜く
四箇月　重ね屏風の峡
谷（チン丘陵血戰）

緬印國境○○前線にて
松田、有村報道班員

3 23 1 1 北部安南に米機來襲 ハノイ發同盟

3 24 1 1
プチドン地区で猛攻　カ
ボー谷地でも殲滅戰

リスボン發同盟

3 24 1 2
佛印、日満支に片仮名
電報（海外探知機）

サイゴン同盟

3 25 1 1 北部安南で一機撃墜 ハノイ發同盟

3 26 1 2
佛印及び泰方面（戰局
展望）

佛印及び泰方面（戰局
展望）

3 26 1 2 緬甸方面（戰局展望）

3 26 1 4 南の漁場（研究余滴） 相川広秋

3 27 1 1
米英軍を南北に両断　
中部の急所を衝かれ敵
内紛

ビルマ前線○○基地に
て村川陸軍報道

ビルマ・インド國境地図

3 27 1 1 中部緬印に殲滅戰酣

3 27 1 1
大東亞の感激　バン
コック

バンコツク特電

3 27 1 2 芳澤さん雪の郷里へ

3 28 1 1

緬印の敵退路を遮断／
竹筏で奇襲　壮、チンド
ウイン渡河戰／荒涼た
り敗走の跡　ティディム
に敵武器の山／密林戰
訓練も空し

／印度前線にて飯塚、
井野、小森、飯田報道
班員／緬印國境前線に
て松田、有村報道班員
／ビルマ○○基地橋本
報道班員

3 28 1 1 米機、北部佛印を盲爆 ハノイ發同盟

354



菊池陽子・白石昌也編　『アジア太平洋戦争期の大陸部東南アジアに関する
“朝日新聞”（東京本社）記事リスト一覧』（早稲田大学中央図書館リポジトリ　2018年12月）　1944年分

月 日
0=夕刊 
1=朝刊

面 大東亜 南方 佛印 タイ ビルマ 発信元、特派員 写真キャプション キャプションなし図版類

3 28 1 2
本年度実行取極調印　
日、佛印間經濟協定の
交易品

ハノイ特電

3 28 1 3 南方空輸功労者表彰

3 29 1 1

北緬の兵站鐡道に脅威　
英記者報道／空腹、藪
蚊の九日　密林の英雄
散々　英空挺隊忽ち捕
虜の記

リスボン發同盟／ビル
マ前線基地にて秦特派
員

3 29 1 3 緬甸のパゴダ奉遷式

3 29 1 3
陸士〔ビルマ〕留學生、
陸軍美術展へ

美展見學の陸士留學生

3 30 1 1
工業副大臣辞職（海外
探知機）

バンコツク同盟

3 30 1 1
陸鷲トンザン北方敵陣
爆砕／敵空挺部隊を強
襲／敵空軍麻痺

ビルマ前線基地にて秦
特派員／ビルマ前線基
地にて秦特派員／ビル
マ前線基地にて秦特派
員

3 30 1 2 泰留學生の宮城奉拝

3 31 1 1
東亞經濟懇談會長に藤
山氏

3 31 1 1

インパール平原を決河
の猛進撃　潰滅寸前の
敵第四軍團／トンザン
北方で殲滅／空挺隊陣
地へ突入　カーサ北方
十機を破壊

中部緬印國境○○にて
長谷川報道班員／緬印
前線○○基地にて橋
本、□安兩報道班員／
ビルマ前線基地特電

インパール周辺地図

4 1 1 1
インパール北方で補給
路を遮断　南部でも敵
屍二千七百

大本営発表
中部緬印戰線　密林を
進撃するわが精鋭　陸
軍省検閲濟

ビルマ・インド國境地図

4 1 1 1
タムを猛爆／降下の敵
痛撃

ビルマ○○發同盟／北
ビルマ前線基地にて成
田報道班員（本社特派
員）

4 1 1 2
佛印総督府に空輸部
（海外探知機）

ハノイ同盟

4 1 1 2
皇軍インパールに迫る
（社説）

4 2 1 1 青木大東亞相奏上
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4 2 1 1

インパール盆地に第四
軍を完封　わが奇襲に
敵大混乱／八千を包囲　
カラダン地区／ブチドン
北方を急襲

ビルマ前線にて中島、
熊谷、南部報道班員／
南部緬印國境にて畠
安、遠藤報道班員／ビ
ルマ前線にて、村川、
渡辺、円山報道班員

4 2 1 1
ビルマ戰局進展　ビル
マ方面（戰局展望）

4 2 1 1
アジアの新姿　バー・モ
ウ國家代表放送

ラングーン特電

4 3 1 1

ビルマのゴム新対策
（海外探知機）／ビルマ
新年度予算決定（海外
探知機）

ラングーン同盟／ラン
グーン同盟

4 3 1 1

インパール卅粁へ　有
力部隊殺到　タム・トン
ザンの敵浮足　中部／
南部／シボン北方を猛
爆

東部緬印國境○○にて
長谷川報道班員／南部
緬印國境○○にて遠藤
報道班員／ビルマ前線
基地にて秦特派員

印度敵基地爆撃に向ふ
陸鷲　緬印國境○○基
地　陸軍省検閲濟

ビルマ・インド國境地図

4 3 1 2
図南少年に新學舎〔興
亞農林學校〕

4 4 1 1

インパール大殲滅戰迫
る　孤立の敵軍主力へ　
わが攻撃冴ゆ　先鋒既
に廿キロへ進出／焦る
敵我兵力を誤認　中部
／後方攪亂策潰ゆ　空
挺隊　今や密林の孤児　
北部

／中部緬印國境○○に
て長谷川報道班員／ビ
ルマ前線基地鈴木報道
班員（本社特派員）

ビルマ・インド國境地図

4 5 1 1

緬印戰線　敵の防衛線
総崩れ　國民軍も感激
の進撃／インパール　
兪々總攻撃　三方面か
ら怒涛の猛進／モレ要
塞攻略　タムの頑敵混
亂に陥る　中部／頼む
空挺隊潰滅　わが急進
に敵作戰混亂　北部／
十七師の残敵殲滅　シ
ンゲル　敵屍九百七十
五／無電機も空輸　潰
滅した諜報隊

／中部緬印國境○○基
地にて長谷川報道班員
／緬印國境○○前線基
地にて中島報道班員／
ビルマ前線基地にて成
田報道班員（本社特派
員）／緬印國境前線に
て中島、熊谷、南部報
道班員／ビルマ前線基
地にて鈴木報道班員
（本社特派員）

4 5 1 2

世紀の進軍に歓喜　共
敵撃滅に総力結集　ビ
ルマ（印度進撃に沸立
つ）

ラングーン特電
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面 大東亜 南方 佛印 タイ ビルマ 発信元、特派員 写真キャプション キャプションなし図版類

4 5 1 2
ビルマの陸軍奮戰記　
単機チッタゴン強襲　廰
低空で忽ち四機粉砕

ビルマ前線基地にて秦
特派員

4 5 1 2
密林から曳光弾　夕霞
に地上部隊の矢印

ビルマ前線○○基地に
て森田特派員

4 5 1 2
続く義勇軍待機　激励
の寄附も殺到　泰國（印
度進撃に沸立つ）

バンコツク特電

4 5 1 3 大東亞協會生る

4 5 1 3 インパール進撃の歌
緬印國境線○○にて松
田、大久保報道班員

4 6 1 1

インパール北方を西進　
中部／タム完全占領／
敗敵を更に包囲　カラダ
ンの悲劇大　南部／空
挺隊と激戰　北部／陸
鷲敵の新設飛行場を猛
爆

チューリッヒ特電／緬印
前線中島報道班員／南
部緬印國境カラダン前
線にて大沼報道班員／
廣東特電／ビルマ○○
基地發同盟

4 7 1 1 米機、佛印婦女掃射 ハノイ發同盟

4 7 1 1

兩道をインパールへ　ト
ンザン、タムから急追／
奮戰するアラカン義勇
軍／密林に二年　印度
軍の進撃に驚く（緬印
戰線　敵俘虜の嘆き）／
食料で仲間割れ

緬印國境前線にて中島
報道班員／南部緬印國
境にて遠藤報道班員／
ビルマ前線基地にて鈴
木報道班員（本社特派
員）／ビルマ前線基地
にて鈴木報道班員（本
社特派員）

4 7 1 2
米英臭一掃　ビルマ新
教育体制

ラングーン特電

4 8 1 1

自給し乍ら作戰敢行　
悠々長大補給／撃墜破
七十六機　日緬軍、空
挺隊を猛攻

ビルマ前線基地にて丸
山報道班員（本社特派
員）／ビルマ前線基地
にて鈴木報道班員（本
社特派員）

4 8 1 2
佛印から癩の特効薬を
返礼（海外探知機）

プノンペン同盟

4 8 1 2
坪上大使、ピブン首相
訪問（海外探知機）

バンコツク同盟

4 8 1 3 タイ國大使本社へ

4 9 1 1 米機安南街を盲爆 ハノイ發同盟
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4 9 1 1
ピブン首相祝電〔インド
國民軍へ〕

バンコツク發同盟

4 9 1 3
欧文『天皇政治』　盟邦
共榮圏へ贈物

4 10 1 1
泰の新首都移転準備進
む（海外探知機）

バンコツク同盟

4 10 1 1
北緬の敵軍孤立　コヒ
マ攻略意義重大

印度前線○○特電

4 10 1 2
交易協會の〔短期錬成
會〕入所式

4 11 1 1
祖國独立へ献金殺到
〔在緬インド人〕

ビルマ前線特電

4 12 1 1
ビルマ奪回の機會つひ
に來らず　独紙日印軍
の策戰称讃

ベルリン特電

4 12 1 1
青いろの食糧　”神に祈
る”ビルマ民衆（戰場の
横顔）

ビルマ前線基地にて丸
山報道班員（本社特派
員）

4 12 1 2
佛印大使府から弔慰金
〔米機ハノイ爆撃〕（海
外探知機）

ハノイ同盟

4 12 1 2 坪上大使帰來 福岡

4 13 1 1 芳澤大使首相訪問

4 13 1 1 坪上大使入京

4 14 1 3
奮ひ起つ緬甸人　宿敵
英兵撃滅に協力／前線
ビルマの水祭り

ビルマ前線特電／ラン
グーン發同盟

4 15 1 2
小倉正恒氏、大東亞省
顧問に

小倉氏顔写真

4 16 1 1

印度解放戰を始め共同
目的達成へ　首相挨拶　
独、伊の勇戰を称讃　
日独伊必勝の提携　三
國混合専門委員會

首相官邸における三國
委員會（中央は挨拶す
る東條首相、左方〇印
はスターマー獨大使、
△印プリンチビーニ伊
代理大使）

4 16 1 3
泰國に漲る闘魂　坪上
大使談

4 16 1 3
協力する印緬人　敵空
挺隊員忽ち捕縛

印度戰線飯塚報道班員

4 17 1 1

”よき印度、よき緬甸”　
バーモウ國家代表　生
死一体を強調　チン人
の奮戰　敵司令部奇襲

ラングーン特電 バーモウ首相顔写真
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4 18 1 1 青木大東亞相奏上

4 18 1 1
プチドンで新攻勢　新鋭
部隊到着

ビルマ最前線○○にて
渡辺、円山報道班員

ビルマ・インド國境地図

4 18 1 2
器材へ捧ぐ命　アラカン
に薫る通信兵魂

アラカン前線にて渡辺、
円山報道班員

4 19 1 2 坪上大使首相訪問

4 22 1 2
南方軍政予算〔各軍政
地区〕

昭南特電

4 23 1 1
印緬戰線、戰果を拡大　
ビルマ方面（戰局展望）

4 24 1 2
砂糖から日本酒　南の
兵隊さんへ朗報

4 25 1 2
衣料品を統制　泰國（大
東亞回報）

バンコツク特電

4 26 1 2
イスラム教徒の蹶起（社
説）

4 26 1 3 新ビルマの医療施設

4 29 1 1
三十一機を撃墜破　陸
軍　ビルマ二日間の戰
果

大本営発表

5 1 1 2
南方郵便、用語を緩和
〔マレー語、ビルマ語許
可〕

南方郵便、用語を緩和
〔マレー語、ビルマ語許
可〕

5 2 1 2

青年が自給自足運動　
米穀増産に五十万人を
動員　ビルマ〔大東亞回
報〕

ラングーン特電

5 2 1 3 テー・モン大使囲んで

5 3 1 3 南方行の看護婦募集

5 4 1 1 緬甸の対印協力不動 ラングーン特電

5 5 1 2

「海軍」も翻訳　文化移
入の切替　佛印（南方
共榮圏に芽ぐむ新文
化）

サイゴン特電

5 5 1 2
教育制度の刷新が必要　
ビルマ〔南方共榮圏に
芽ぐむ新文化〕

ラングーン特電
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5 5 1 4
恵まれた大東亞　世界
各國に勝る自然条件
（戰時科學）

5 5 1 4

叩きつける大粒　一夜
に大小の湖沼　言語に
絶する印面戰線の雨季
（戰時科學）

5 7 1 3
海軍へ外交団の弔問
〔古賀元帥死去〕

5 9 1 1
空挺隊へ突撃　ビルマ
國軍

ラングーン特電

5 9 1 1

一人で敵の十人前　練
磨の戰技　主導権堅持
（ビルマ方面陸鷲の勇
戰）

ビルマ前線基地にて秦
特派員

5 9 1 1 米機北佛印に來襲 ハノイ發同盟

5 9 1 3
描く”勝利の記録”　火
野、向井、古関氏ビル
マ前線へ

上　火野葦平氏　中　向
井潤吉氏　下　古関裕
而氏

5 10 1 3
組織を整備　大東亞建
設には専門機関〔宗教
強化運動〕

5 11 1 1 半身不随のレド公路
寫眞は「東京へ」の道標
が立ってゐるレド公路・
陸軍省検閲濟

5 11 1 2
〔比・緬・泰〕三國大使
招待會

〔比・緬・泰〕三國大使
招待會

5 12 1 1

ブチドンで總攻撃　敵忽
ち動揺退却を開始（印
緬戰線）／陸鷲　敵砲
兵陣を猛爆　モウル、ラ
ム等に進攻

印緬國境○○基地村川
報道班員／ビルマ前線
基地にて森田特派員

5 12 1 1
印面作戰は政治的にも
重要　英紙社説で強調

リスボン發同盟

5 12 1 2 太平洋協會創立六周年

5 13 1 2
ビルマから調査団　バ・
ハン博士以下の中堅人
物

ラングーン特電

5 13 1 3 南の徴兵検査始まる 昭南發同盟

5 14 1 1

インパールを連爆　パレ
ル砲兵陣地も爆砕（印
緬戰線）／敵戰闘機十
三撃墜　ビルマで壮烈
な空中戰

ビルマ前線基地にて秦
特派員／ビルマ前線基
地にて秦特派員
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面 大東亜 南方 佛印 タイ ビルマ 発信元、特派員 写真キャプション キャプションなし図版類

5 14 1 3
共榮圏の集ひ　大東亞
相園遊會

園遊會の写真

5 15 1 2
ビルマ調査団入京　土
産の佛舎利　加賀白山
に安置

寫眞は入京の調査團
（右がバ・ハン團長）

5 15 1 2
印緬戰線　雨に怯える
敵

印緬前線にて長谷川報
道班員

5 16 1 1 敵機の泰國空襲空し バンコツク特電

5 16 1 2 緬印調査団、首相訪問

5 17 1 4
役立つ”個人防空壕”　
印面戰線からのお土産
話

5 18 1 1
ラングーン新市長任命
〔ウ・チョウ・ザン氏〕（海
外探知機）

ラングーン同盟

5 18 1 1 南拓社長に下田文一氏

5 19 1 1
畏し・御握手を賜ふ　
バ・ハンビルマ調査団
長謁見

参内するバ・ハン博士

5 20 1 2
ビルマ織姫・春の唄　本
社特派の三氏から便り

ラングーン特電

機織る乙女を描く向井
潤吉さん（中央は絵が
かれた畫）　感激を語る
火野葦平さん　（上）歌
に聞き入る古関裕而さ
ん（下）採譜された機織
唄

5 20 1 3 ピブン首相令嬢婚約 バンコツク發同盟

5 21 1 1 佛印方面（戰局展望）

5 21 1 1 ビルマ方面（戰局展望）

5 21 1 2
築け言語共榮圏　南の
特性を生かして（戰列断
想）

金澤庄三郎 金澤庄三郎

5 23 1 2
ビルマ政府防諜強化
〔海外探知機〕

ラングーン同盟

5 23 1 3 ビルマ留學生陸軍省へ

5 24 1 1
北緬に滑空機の残骸　
敵空挺部隊が降下後に
焼却

白澤報道班員（本社特
派員）記

白澤報道班員（本社特
派員）撮影　陸軍省検
閲濟

5 25 1 2 泰、前副蔵相自殺 バンコツク特電
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面 大東亜 南方 佛印 タイ ビルマ 発信元、特派員 写真キャプション キャプションなし図版類

5 26 1 1 ビルマ調査団歓迎會

5 26 1 2
興亞協力會議〔大政翼
賛會興亞総本部〕

5 27 1 2
近く諸民族懇談會〔興
亞総本部〕

5 28 1 1
佛印及泰方面（戰局展
望）

佛印及泰方面（戰局展
望）

5 28 1 1 ビルマ方面（戰局展望）

5 28 1 2
民心把握が第一　南方
原住民の協力（戰列断
想）

岡田文秀 岡田文秀

5 28 1 3

激しい自責の念　まだ
まだ銃後の努力は足り
ぬ　敵機連爆も介せぬ
我軍の士気（送れ・敵撃
滅の飛機　印緬國境超
える日）

本社特派　火野葦平 印緬前線の火野葦平氏

5 28 1 4
更に急増産　必要油田
は既に確保　枢軸（石
油攻防戰）

5 30 1 2
物資交流活発化共榮圏
の中継港に躍進　香港
（大東亞回報）

香港特電

5 30 1 3 泰の守護佛　新首都へ バンコツク發同盟

5 30 1 3
ビルマ寄遷佛舎利恭迎
式

5 31 1 2 芳澤大使ハノイへ サイゴン發同盟

6 2 1 3
緬甸調査団、予科練見
學

6 3 1 3 必勝同願の南方佛陀祭

6 4 1 1 緬甸方面（戰局展望）

6 4 1 2 佛印大使府人事 サイゴン發同盟

6 4 1 3 共榮圏大使へ観音像

6 6 1 1
印緬航空戰記（上）撃墜
篇

秦特派員

米戰闘機P51が使用し
た□□用ロケット　秦特
派員撮影　陸軍省検閲
濟

6 6 1 2
ぺチャブーンに都制実
施（海外探知機）

バンコツク同盟
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面 大東亜 南方 佛印 タイ ビルマ 発信元、特派員 写真キャプション キャプションなし図版類

6 7 1 2
ビルマ調査団　大東亞
相が招待

6 8 1 2
伝染病一人もなし　籾を
探し鐡兜でついて給食　
印緬衛生作戰に凱歌

6 9 1 2
興亞運動協議委員　理
事長に宮田氏

ビルマ視察団懇談會

6 9 1 2
佛印〔反枢軸軍佛上陸
作戰の〕観測と反響

サイゴン特電

6 9 1 2
印緬航空戰記（下）爆撃
篇

秦特派員

6 9 1 2 ビルマ視察団懇談會

6 10 1 1 バ・ハン博士首相訪問

6 10 1 2
ビルマで消防組織を整
備〔海外探知機〕

ラングーン特電

6 10 1 2
印面戰線報道大講演會
（社告）

6 11 1 1 ビルマ方面（戰局展望）

6 11 1 2 バ・ハン博士一行離京

6 11 1 3 第一線に金環日食

6 12 1 2 観音様が結ぶ大東亞

6 12 1 2 ビルマ調査団富士紡へ 御殿場

6 14 1 2
大東亞戰國債１０億円
発行

6 14 1 2 芳澤大使サイゴンへ ハノイ發同盟

6 16 1 4
長期に耐へる　熱帯衛
生策の急務（研究余滴）

三浦岱榮

6 17 1 2
強靭な意志が肝腎　物
量恃む及腰の米機

秦ビルマ特派員

6 17 1 2 ビルマで初の憲兵 ラングーン特電

6 20 1 2
皇軍に協力　東亞青年
聯盟　ビルマ〔大東亞回
報〕

ラングーン特電
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面 大東亜 南方 佛印 タイ ビルマ 発信元、特派員 写真キャプション キャプションなし図版類

6 24 1 2 坪上大使近く帰任

6 25 1 2
泰革命記念日　全國で
盛な行事

バンコツク發同盟

6 25 1 3
南方原住民から〔軍人
援護會へ〕寄付金

6 25 1 3
バ・モウ首相の長女結
婚

ラングーン同盟

6 26 1 2 バ・ハン博士京城へ 京城

6 27 1 2 芳澤大使西貢に帰着 サイゴン發同盟

6 27 1 2
軍教に徹底　いざに備
ふ學徒　泰國（大東亞
回報）

バンコツク特電

6 28 1 2
佛印の対日協力は不動　
芳澤大使談

サイゴン發同盟

6 28 1 2
毅然、勝利へ邁進　泰
記念日　ピブン首相声
明

バンコツク發同盟

6 28 1 2 在門司泰國名誉領事 バンコツク發同盟

6 28 1 2 ビルマ調査団新京へ 新京特電

6 28 1 4
南方薬用植物　ビンラ
ウジ　タバコの代用　第
一線で喜ばれる

刈□□夫 ビンロウのイラスト

6 30 1 1
我兵站戰を防衛　チン
人青年部隊起つ（印緬
戰線）

印度最前線にて松田報
道班員

6 30 1 2
〔満州皇帝に〕緬甸調査
団接見の榮

新京特電

6 30 1 4

アミーバ赤痢予防薬　
わが医學に凱歌　現地
樹木で大量に生産でき
る

ラングーン特電

7 1 1 2
眼前に重慶監視所　猛
訓練に余念なし　北部
佛印國境視察

北部佛印國境カオバン
にて陀特派員

北部佛印地図

7 2 1 1
佛印及び泰方面（戰局
展望）

佛印及び泰方面（戰局
展望）

7 2 1 1 緬甸方面（戰局展望）

7 2 1 2
緬甸調査団〔豊満〕ダム
視察

新京發同盟
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7 2 1 3
〔日泰親善〕佛舎利恭迎
慶讃法要〔増上寺〕

7 5 1 3 興亞錬士堂入所式

7 6 1 2 ビルマ調査団北支へ 北京特電

7 7 1 1 ビルマ調査団南京着 南京發同盟

7 8 1 2
ビルマ調査団〔陳國府
代理主席を訪問〕

南京發同盟

7 10 1 1 ビルマ調査団上海へ 上海發同盟

7 11 1 1

ミイトキーナ敵飛行場痛
爆　卅九機を屠る　戰
闘機廿三・輸送機十六　
周辺の敵一個師半　市
街確保、敵に萬余の損
害／敵、雨季将軍に潜
伏　補給難に戰意頓に
低下／豪雨冒し出撃

大本営発表／ビルマ前
線基地にて遠藤報道班
員／ビルマ前線にて正
木特派員

敵基地攻撃に向ふビル
マ方面の我が荒鷲　陸
軍省検閲濟

ビルマ・インド國境地図

7 12 1 1 米機の暴状に佛印憤激 ハノイ發同盟

7 12 1 1

ミイトキーナ南方十一機
屠る　荒鷲、再び敵陣を
攻撃／ミイトキーナ北方
でも撃滅　遺屍俘虜二
百九／敵機同士討ち

ビルマ前線基地にて正
木特派員／北ビルマ前
線藤井、中埜報道班員
／ビルマ前線基地にて
正木特派員

7 12 1 3 タイ國王の令姉御結婚 バンコツク發同盟

7 12 1 4
南方戰線で金環食　二
十日日本内地では部分
食

7 15 1 2
強力輸送本部　東亞經
濟懇談會で設置要望

7 15 1 2
水野〔大東亞省〕南方理
事局長盤谷着

バンコツク發同盟

7 17 1 2

現地娘の真心籠めて　
飛出すボンボンやウイ
スキー　荒鷲へ贈る航
空糧食

南方基地特電
航空糧食を包む現地嬢　
南方基地にて佐野特派
員撮影　陸軍省検閲濟

7 21 1 2
伐採二倍半に　ビルマ
青年挺身〔大東亞回報〕

ラングーン特電
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7 21 1 4 國境の民族①　チン族
文・火野葦平　絵・向井
潤吉

7 22 1 4
國境の民族②　チン高
地防衛軍

文・火野葦平　絵・向井
潤吉

7 23 1 1
諸方策を更に強化　大
東亞宣言を徹底具現　
小磯首相談

7 23 1 2
ビルマ・敵遺屍俘虜四
万　ビルマ方面（戰局展
望）

7 23 1 3 大東亞交易論文を募集

7 24 1 1
外政を一元化　中立國
との友好推進　重光外・
大東亞相談

7 24 1 2 佛印軍司令官更迭 ハノイ發同盟

7 26 1 3
東洋こそ回教の友　病
床に烈々・イプラヒム翁
説く

7 26 1 4
國境の民族③　貧しき
丘

文・火野葦平　絵・向井
潤吉

7 27 1 1 独、泰大使外相訪問

7 28 1 1 泰國金塊事件判決 バンコツク發同盟

7 28 1 2
不撓の反英意識　ビル
マ独立一年

ラングーン發同盟
寫眞はバー・モウ國家
代表

7 28 1 4 國境の民族④　着物
文・火野葦平　絵・向井
潤吉

7 29 1 2
外交を推進する力（社
説）

7 29 1 2
増産へ手不足克服　独
立一周年　自給自足に
敢闘

ラングーンにて中原特
派員　ラングーンにて菅
野特派員

ビルマ地図

7 29 1 3
海外在留學童の作品募
集

7 29 1 4 國境の民族⑤　酒つくり
文・火野葦平　絵・向井
潤吉

7 30 1 1 ピブン内閣総辞職 バンコツク發同盟 ピブン前首相

7 30 1 1 ピブン氏の功績 バンコツク發同盟

7 30 1 1 緬甸方面（戰局展望）

7 30 1 2 緬甸防衛委員會設置 ラングーン發同盟

366



菊池陽子・白石昌也編　『アジア太平洋戦争期の大陸部東南アジアに関する
“朝日新聞”（東京本社）記事リスト一覧』（早稲田大学中央図書館リポジトリ　2018年12月）　1944年分

月 日
0=夕刊 
1=朝刊

面 大東亜 南方 佛印 タイ ビルマ 発信元、特派員 写真キャプション キャプションなし図版類

7 30 1 2
緬甸防衛委員會設置　
制空第一線に奮戰　精
悍・若きビルマ國軍

ラングーン特電

7 31 1 1
佛印高等評議會〔佛政
府〕設置（海外探知機）

ヴィシー同盟

7 31 1 1

あすビルマ建國一周年　
伸びる”大東亞の子”　
自主防衛へ國軍五カ年
計畫

ラングーン特電

8 1 1 1 大東亞大臣秘書官発令

8 1 1 1

〔ビルマ〕独立の完成へ　
澤田大使談／最後の1
人まで奮闘任務を果さ
ん　バー・モウ代表決意
を披露／輝くビルマ独
立一周年

ラングーン特電／ラン
グーン特電／ラングー
ン特電

8 2 1 2
実を結ぶ努力　ヒマと棉
花　佛印（大東亞回報）

サイゴン特電

8 2 1 2

あくまで戰ふ　如何なる
犠牲も覚悟　バー・モウ
代表／ビルマ独立記念
交驩放送　共に宿敵を
討たん　大東亞宣言の
具現へ　小磯首相／ビ
ルマ青年聯盟へ激励電
報〔大日本青少年団〕／
ビルマ大使館の記念式
／ビルマ要人らに御贈
勲／大ビルマ聯盟を結
成／独立祝賀晩餐會／
小磯首相バー・モウ首
相に祝電／　千七百万
滅敵の誓　沸るビルマ
記念式典　／皇軍に協
力のビルマ人表彰

／　／　／　／　／ラン
グーン發同盟／　／　
／ラングーン特電／ラ
ングーン特電

8 2 1 4 國境の民族⑥　精靈
文・火野葦平　絵・向井
潤吉

8 3 1 1
アチット摂政は〔首相
を〕辞職

バンコツク發同盟

8 3 1 1
アパイウオン少佐　泰
國後継内閣首班

寫眞はアパイウォン少
佐

8 3 1 1 新内閣の閣僚決定 バンコク發同盟
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8 3 1 1

緬甸　半年間の敵損害
／レド公路に敵執念　
印緬戰線　ミイトキーナ
堅守

リスボン發同盟／ ビルマ地図

8 4 1 2
興亞総力体制確立の急
（社説）

8 4 1 2
テー・モン大使〔首相訪
問〕

8 4 1 2 迫力ある新閣僚

8 4 1 2
日泰親善を強化　泰新
内閣、政綱を発表

バンコツク發同盟

8 4 1 2 新閣僚追加 バンコツク發同盟

8 4 1 3
祖國に寄す　雲南前線
にて　上

火野葦平

8 5 1 2
大ビルマ聯盟〔マハ・バ
マ・アション〕を結成

ラングーン特電

8 5 1 3
タイ軍、北部で交戰〔旧
ビルマ領シャン・ステー
ト〕

バンコツク發同盟

8 5 1 4
小澤愛國著「大東亞共
榮圏の人形劇」（書評）

8 6 1 2
秩序維持強調　泰新首
相第一声

バンコツク發同盟

8 6 1 2
感涙溢る”独立”　日本
の戰力に信頼（特派員
の手帳から⑤）

ラングーン　兒玉特派
員

兒玉特派員

8 6 1 3
祖國に寄す　雲南前線
にて　下

火野葦平

8 7 1 1
泰國商務大臣事務取扱
（海外探知機）

バンコツク同盟

8 9 1 2
澤田〔駐ビルマ〕大使帰
る

8 9 1 3
イプラヒム翁の平癒祈
願

8 10 1 1
泰外相、対日関係強化
言明（海外探知機）

バンコツク同盟

8 10 1 1 澤田ビルマ大使帰京

8 12 1 2
新泰内閣支持　石井代
理大使声明

バンコツク發同盟

8 12 1 2 ビルマ銀行協會設立 ラングーン發同盟
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8 12 1 2 シャン総督更迭 ラングーン發同盟

8 12 1 3 イブラヒム翁平癒祈る 寫眞四王天中将挨拶

8 13 1 4
女性の詠草（特輯・大東
亞戰と詩魂）

今井邦子

8 13 1 4
簡素の中に高いひゞき　
句（特輯・大東亞戰と詩
魂）

高浜虚子

8 13 1 4
「万葉」も凌ぐか　大きさ
と深さ　歌（特輯・大東
亞戰と詩魂）

逗子八郎

8 13 1 4
鐡火に磨かれて　詩（特
輯・大東亞戰と詩魂）

大木惇夫

8 14 1 1
ビルマ國外相　タキン・
ミヤ氏

ラングーン發同盟
副総理　タキン・ミヤ兼
任外務大臣

8 16 1 2

降りしきる雨と弾　敵機
の跳梁に切歯　乏しい
補給に忍苦奮闘　印緬
前線にて

火野葦平 ビルマ・インド國境地図

8 16 1 2
米國内で果然問題化　
ミイトキーナ「餌部隊」の
暴動／

リスボン發同盟

8 16 1 3

一にも二にも飛行機　
敵機跳梁のハリケン街
道爆弾坂　緬甸戰線の
苦闘に知る

向井畫伯談 向井潤吉畫伯

8 18 1 2
非軍事事業は休止　泰
政府完戰へ果断な施設

バンコツク特電

8 18 1 2 新内閣下初の議會 バンコツク發同盟

8 18 1 2
対日協力へ　泰新首相
語る

バンコツク特電

8 19 1 2 泰首相、各國使臣招待 バンコツク發同盟

8 19 1 3

日本と共に進む‟明るい
共榮圏”へ・南の國々
〔大東亞省水野局長視
察談〕

8 22 1 1
英米の束縛切断へ　大
東亞に大和精神を発揚　
外相放送

8 22 1 1
ドクー総督に戰時独裁
権　佛本國政府一切を
委任

サイゴン發同盟
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8 22 1 1 泰國大使外相訪問

8 23 1 2 興亞復興への途（社説）

8 23 1 3
”何よりも日本の精神
力”　バ・ハン調査団長
語る

ラングーン發同盟

8 24 1 1
駐泰大使に山本氏　大
東亞次官に竹内氏

駐泰大使に山本氏　大
東亞次官に竹内氏

山本氏、竹内氏の顔写
真

8 25 1 1
ビルマの失敗　米紙で
非難

リスボン發同盟

8 25 1 2
ドクー総督の権限　軍
事にも指揮権　佛印一
切の独裁権掌握

サイゴン發同盟

8 25 1 2
日本軍の勝利確信　ア
パイウォン泰首相メッ
セージ

バンコツク發同盟
日本記者團と會見のア
パイウォン新首相

8 25 1 2
泰國総指揮官にパホン
大将

バンコツク發

8 26 1 2
ビルマ聯盟支持　河邊
陸軍最高指揮官声明

ラングーン特電 河邊氏顔写真

8 26 1 2
泰艦隊司令長官任命
（海外探知機）

バンコツク同盟

8 27 1 2
佛印総督の独裁権（社
説）

8 28 1 2
戰友へ”歌のお土産”　
古関氏の語る「音楽と
兵隊」〔ビルマ戰線〕

古関裕而氏

8 29 1 1
興亞総本部統理　松井
石根大将　本部長高木
氏

8 29 1 2 佛印へも和文電報

8 30 1 1
興亞運動の重点は大陸　
松井統理語る

8 30 1 2
ドゴールが東亞遠征軍
組織（海外探知機）

リスボン同盟

8 30 1 2
日泰関係強化　両國首
相外相メッセージ交換

9 2 1 3 イブラヒム翁逝く イブラヒム氏の顔写真

9 3 1 2 イブラヒム翁葬儀
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9 7 1 1
タイ三無任所相を任命
（海外探知機）

バンコツク發同盟

9 7 1 1
新ビルマ大使石射猪太
郎氏

石射氏顔写真

9 8 1 1

明朗、國難に赴かん　
近く敵撃滅の挙　将來
東印度民族も独立　首
相施政演説

9 8 1 2
共榮圏全般の喜び　小
磯首相声明、敵野望を
撃摧〔施政方針演説〕

9 8 1 2
宇垣大将、満支南方視
察へ

9 10 1 1

皇國外交　五原則を顕
示　民族主義　徹底を
始め　大東亞宣言の理
想普遍　外相

9 10 1 3

ビルマの空　種に染む”
體當り”　豪瞻敵機に馬
乗り　見事むしり取る方
向舵

ビルマ前線基地にて正
木特派員

9 11 1 1
有力油田を集中試掘　
当初の計畫の数倍に引
上げ　当局言明

9 13 1 2

この闘魂に与えよ”翼”　
火野葦平氏帰還談　敢
戰戰二人の中隊”　ビ
ルマ戰線　図に乗る敵
機

火野葦平氏

9 14 1 2

内地の女子挺身隊へ捧
ぐ　荒鷲の花嫁は翼で
す　南の航空寮で語る
大和撫子

南方基地特電
荒鷲を見送る航空寮の
婦たち　南方基地にて
佐野特派員撮影

9 16 1 2

南方も自戰自活の構へ　
密林に翼の近代工場　
部品を現地自給で修理
／兵器生産も躍進　建
設に熱誠溢る原住民

南方前線基地平松特派
員／昭南特電

9 16 1 2 山本大使信任状捧呈 バンコツク發同盟

9 16 1 3
大東亞文學者大會　米
英文化を査問　十一月
中旬南京で開催

9 21 1 2
日満関税撤廃の趣旨　
東亞全域に敷衍　貿易
為替管理規則一部改正
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9 21 1 2
タイ國皇帝へ御祝電
〔天皇〕

9 22 1 1 石射大使拝謁

9 23 1 4 ビルマ戰線拾遺 火野葦平
皇軍に協力する象の輸
送隊　ビルマ戰線にて

9 24 1 1 ビルマ方面（戰局展望）

9 26 1 1
”誓って蒋に痛撃”　ビ
ルマ方面最高指揮官　
木村中将就任の決意

ビルマ前線特電
木村最高指揮官ボース
首班を訪問　□田川特
派員撮影

10 4 1 2
石射駐緬大使バンコッ
ク着

石射駐緬大使バンコッ
ク着

バンコツク發同盟

10 6 1 2
國土・頭山満翁　念願
はアジア復興　「誠」一
本に貫いた生涯

寫眞上は晩年の翁　下
は壮年時代の翁と□□

10 6 1 2
清濁素通り　広田弘毅
氏談

10 6 1 2
戰ふ精神家　語るボー
ス氏

10 6 1 2
頭山満翁逝く　九十歳
の高齢・御殿場山荘で

10 7 1 3
巨人偲ぶ頭山邸　葬儀
は十日芝増上寺で執行

10 7 1 4

來るべきアジアの戰ひ　
なびかぬ原住民　地の
利を併せ日本強し　敵、
政戰両略の内幕　米記
者の所論

エドガー・スノー エドガー・スノー

10 7 1 4
宮本三郎南方従軍畫集
（書評）

10 11 1 2

ビルマ航空教育隊を創
設（海外探知機）／ビル
マ内閣一部改造（海外
探知機）

ラングーン同盟／ラン
グーン特電

10 11 1 3
「人間頭山」を偲ぶ　葬
儀場に追慕の人波

頭山翁の葬儀

10 12 1 2
青少年総蹶起　大東亞
指導者會議終る

南京特電

10 14 1 2

両巨頭〔バー・モウ博
士・チャンドラ・ボース
氏〕も慶祝声明（比島独
立一周年）

ラングーン發同盟
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10 17 1 2
比島奪回案も挫折　惨
敗に敵の机上戰術論も
改訂

リスボン茂木特派員

10 20 1 3
大東亞文學者大會代表
決る

10 21 1 1

沸る驕敵粉砕の闘魂　
一億憤激米英撃催國民
大會　挙國たゞ追撃的
増産　決戰は序の口、
滅敵へ反復猛攻　小磯
首相大獅子吼　勝利は
誓って我に

10 22 1 1
駐佛印大使に松本次官
起用　外務次官は澤田
廉三氏

駐佛印大使に松本次官
起用　外務次官は澤田
廉三氏

澤田氏、松本氏顔写真

10 22 1 1
蘭貢六十八機　十機を
撃墜破

ビルマ前線基地發同盟

10 22 1 2
東亞産業經濟懇談會開
催

10 24 1 2
興亞佛教文化研究所発
足

10 25 1 2 大東亞錬成院入院式

10 27 1 2 南方から銀翼献金

11 2 1 1
駐泰公使に水野氏　南
方事務局長に石澤氏

駐泰公使に水野氏　南
方事務局長に石澤氏

水野氏、石澤氏顔写真

11 2 1 2
大東亞共同宣言一周年
記念「興亞大音楽會」
（社告）

11 3 1 1
戰果と大東亞精紳（社
説）

11 3 1 2
文學者大會代表けふ出
発

11 3 1 2
印緬補給戰（日映作品）
（新映畫）

11 4 1 1
ビルマ宣伝省を新設　
宗教、厚生國民団体省
も

ラングーン發同盟

11 5 1 1

大東亞宣言けふ一周年　
あす・日比谷で國民大
會　燃える防衛理念神
機來り、十億火の玉

11 5 1 1
ビルマで八機屠る　ラン
グーンでも更に八機

ビルマ前線基地特電
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11 5 1 2
興亞大音楽會開かる
〔大東亞宣言一周年〕

11 5 1 2
航空増強大東亞推進會
〔大東亞民族航空増強
聯盟〕

11 6 1 1
けふ國民大會〔大東亞
宣言一周年〕

11 6 1 1
レクト〔比〕外相も声明
〔大東亞宣言一周年〕

マニラ特電

11 6 1 1

‟宣言”を楯として自由
確立　ラウレル〔比〕大
統領小磯首相に電報
〔大東亞宣言一周年〕

マニラ特電

11 6 1 1

戰争一本に五大原則を
活用　〔タイ〕　ワンワイ
殿下談〔大東亞宣言一
周年〕

戰争一本に五大原則を
活用　ワンワイ殿下談
〔大東亞宣言一周年〕

バンコツク特電

11 6 1 1

帝國重ねて決意闡明　
大東亞宣言一周年　戰
果を益々拡充し　断乎
敵の非望撃催　公明な
る世界平和確立

11 6 1 1
帝國政府声明〔大東亞
宣言一周

11 6 1 1
敵覆滅は自明　張満州
國総理談〔大東亞宣言
一周年〕

新京特電

11 6 1 1
東亞を結び世界を結べ
〔大東亞宣言一周年〕
（社説）

11 7 1 1
大東亞必勝の体制〔大
東亞宣言一周年〕（社
説）

11 7 1 1
大東亞宣言一周年　國
民大會

寫眞は大東亞宣言一周
年國民大會々場

11 7 1 1

潑刺たり東亞魂　世界
正義の顕現近いし　重
光大東亞相挨拶〔大東
亞宣言一周年〕

重光大東亞相演説写真

11 7 1 1
‟神風”は東亞の楔　バ
ルガス〔比〕大使〔大東
亞宣言一周年〕

11 7 1 1
完全実現を祈念　アバ
イウォン泰首相挨拶〔大
東亞宣言一周年〕

完全実現を祈念　アバ
イウオン首相挨拶〔大
東亞宣言一周年〕

バンコツク發同盟
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11 7 1 1
皇軍に対する感謝決議
〔國民大會　大東亞宣
言一周年〕

11 7 1 1
大會決議〔國民大會　
大東亞宣言一周年〕

11 7 1 1
東亞の保衛分担　蔡培
大使〔大東亞宣言一周
年〕

11 7 1 2
大東亞相主催晩餐會
〔大東亞宣言一周年〕

11 7 1 2
今ぞ実結ぶ大東亞宣言　
満州・中國・タイ・ジャワ

今ぞ実結ぶ大東亞宣言　
満州・中國・タイ・ジャワ

新京特電、南京特電、
バンコツク特電、ジャカ
ルタ特電

11 7 1 2
各國首脳へ記念電報
〔大東亞宣言一周年〕

11 7 1 2
共同の敵撃摧　スター
マー独大使祝辞〔大東
亞宣言一周年〕

11 7 1 2
重光外相からも祝電
〔各國外相宛　大東亞
宣言一周年〕

11 7 1 2
恃む東亞協力　衆議院
議長岡田忠彦氏〔大東
亞宣言一周年〕

11 7 1 2

絶対神聖な防衛戰　究
極の勝利確信　大東亞
宣言一周年　小磯首相
の放送

小磯首相

11 9 1 1
ビルマ路打通　新任米
将噡く

リスボン發同盟

11 11 1 1
四機を撃墜破　ビルマ
戰線／敵の司令部を爆
砕

ビルマ前線基地特電／
ビルマ前線基地發同盟

11 12 1 4

緊迫化する緬甸戰線　
敵空中補給を恃み　雨
季明け反攻か　対日侵
攻路開拓を焦る／豫期
される翼の激闘　敵、空
軍勢力を増強／印緬支
戰線の米軍　指揮を二
分

ラングーンにて丸山特
派員／ビルマ前線基地
秦特派員／ラングーン
特電

上からマウントバッテ
ン・ピアス・フレーザー

ビルマ・インド國境地図

11 14 1 1 佛印來襲の一機撃墜 ハノイ發同盟

11 15 1 2 大東亞文學賞の次賞
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11 16 1 1
バー・モウ氏來訪　政府
要路と重要協議

東京駅着のバー・モウ
氏　左は小磯首相

11 17 1 1

あす日比谷で演説會
[バー・モウ國家代表]／
遠來の戰友を迎へて　
[バー・モウ來朝]（社説）
／御食會を賜ふ　バー
モウ緬甸國家代表参内
／神風魂の探求　入京
の挨拶[バー・モウ國家
代表]／小磯首相を訪
問[バー・モウ國家代表]

参内するバー・モウ氏　
迎賓館にて

11 18 1 1
B２９四百機を擁して　
我戰力の両分企つ　英
艦艇既に東亞に回航

昭南特電

11 18 1 1

成し遂げん民族革命　
バー・モウ総理挨拶　我
もまた神風隊に続かん
／全東亞大進軍の秋　
バー・モウ総理招宴席
上　小磯首相闡明す

晩餐會で挨拶する小磯
首相

11 18 1 1
バー・モウ氏外相と懇
談

11 18 1 2
香華料を下賜　在外同
胞死歿者慰霊法要

11 19 1 2
バー・モウ総理決意闡
明　仰ぐ神風特攻魂　
大東亞勝利の原動力

バー・モウ総理　決意闡
明　仰ぐ神風特攻魂　
大東亞勝利の原動力

寫眞は獅子吼する
バー・モウ總理

11 20 1 1
七機を撃墜　蘭貢地区
にP47

ビルマ前線基地特電

11 20 1 1
〔大東亞文學者大會〕神
風賦

11 20 1 2
大唱和へ強き決意　大
東亞文學者大會に列席
して　上海にて

　芳賀檀

11 20 1 2 バー・モウ氏歓迎茶會

11 20 1 2
印緬支を結ぶ送油管敷
設（海外探知機）

リスボン同盟

11 20 1 2
無駄にならぬ誠意　文
化交流に撓まぬ一歩
〔大東亞文學者大會〕

長興善郎
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11 21 1 2
若きビルマ　バーモウ
氏[在日留學生を]激励

11 22 1 2
バー・モウ総理　陸海軍
に献金

11 23 1 2
ビルマ物資の寄与　
バー・モウ総理　協力奮
戰の決意

11 25 1 1 松本佛印特派大使着任 サイゴン發同盟

11 25 1 1 海防で二機撃墜 ハノイ發同盟

11 26 1 1
‟侵略”とは筋違ひ　米
こそ東亞隷属の野望　
來栖大使記念講演

11 26 1 2 バー・モウ総理、翼献納

12 1 1 1
バー・モウ総理退京挨
拶

12 3 1 1
あす興亞協力會議開催
〔翼賛會興亞総本部〕

12 3 1 1 ビルマ方面（戰局展望）

12 5 1 1
戰争完遂の一翼へ　首
相、興亞運動の強力展
開要望〔興亞協力會議〕

12 5 1 1
敵の上陸企圖粉碎　ビ
ルマ、モンドウ南方

ビルマ前線基地報道班
員

12 6 1 1
戰としての興亞運動（社
説）

12 7 1 1
総力体制促進　興亞運
動協議初委員會開く

12 8 1 1
佛印から廣西へ　皇軍
ランソン國境突破

大本営発表

12 8 1 1
崇高な目的把握　聖戰
完遂の大使命〔開戰三
周年〕

12 8 1 2 興亞運動協議委員會

12 8 1 2
〔聖戰〕三周年記念晩餐
會〔興亞総本部〕
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12 8 1 2
滲透する我道義外交　
大東亞宣言着々と実現

12 8 1 2
敵損害實に卅五萬　重
慶の血で公路打通を焦
る　ビルマ

ラングーンにて丸山特
派員

12 8 1 4
「現地自活」の域越え　
決戰へ資源の協力　南
方軍政三年の躍進

昭南特電

12 9 1 1
スターマー独大使挨拶
〔大東亞戰争三周年晩
餐會〕

12 9 1 1

枢軸の結束固し　首
相、戰勢転換の神機強
調〔大東亞戰争三周年
記念晩餐會〕

12 9 1 1
テイモン緬甸大使挨拶
〔大東亞戰争三周年晩
餐會〕

テイ・モン緬甸大使挨拶
[大東亞戰争三周年晩
餐會]

12 12 1 2
南方渡航の手続を簡素
化

12 13 1 1
道路も急速復舊〔ランソ
ン〕

ハノイ發同盟

12 13 1 1
南寧・佛印の兩部隊　
綏淥で連絡完了　有利
な戰略態勢確立

大本営発表 佛印・広西國境の地図

12 13 1 1
戰力の陸路交流　重慶
と米に大打撃

12 14 1 2 泰國に自然科學研究所

12 15 1 2
大東亞博物館の設立準
備進む

12 17 1 1

我に十億の団結　敵の
物量断乎粉砕　首相挨
拶〔陳公博中華民國行
政院長歓迎宴〕

12 17 1 1 ビルマ方面（戰局展望）

12 17 1 1
Ｐ４７八機屠る　ビルマ
空陸呼應

ビルマ前線基地特電

12 17 1 2
「日泰共同進軍の歌」
〔日泰文化協定二周年〕

12 18 1 1
敵の損傷千七百餘　ビ
ルマ南北に皇軍猛攻

緬甸前線基地報道班員 ビルマ地図
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12 19 1 2 戰時資源研究會発足

12 21 1 1
南方物資の戰力化へ　
急げ釜山・ハノイ結ぶ鐡
道の打通　大陸縦断線

東アジア・東南アジア地
図

12 21 1 1 印度支那燐礦會社創立

12 21 1 1
泰首相、完戰の決意を
表明〔日泰同盟条約三
周年〕（海外探知機）

バンコツク特電

12 21 1 2 盤谷でも死傷百九十 バンコツク發同盟

12 22 1 2
完勝へ勇往邁進　日泰
攻守同盟三周年　小磯
首相放送

12 24 1 1 ビルマ方面（戰局展望）

12 25 1 1
タイ國商務大臣辞任
（海外探知機）

バンコツク同盟

12 27 1 1
バー・モウ代表泰國を
訪問

バー・モウ代表泰國を
訪問

バンコツク特電

12 28 1 1
五機を炎上　バーモ急
襲

ビルマ前線基地發同盟

12 30 1 1 ハノイ近郊を銃爆撃 ハノイ發同盟

12 31 1 1 ビルマ方面（戰局展望）

12 31 1 1

敵、物量のビルマ航空
攻勢　第一線に千五百
機　わが補給妨害に主
力

ビルマ前線基地にて秦
特派員
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